
平成 22 年度 第 1 回学都仙台コンソーシアム運営委員会議事要録 
日 時：2010 年４月 15 日（木）10:00～11 :50 
場 所：仙台市市民活動サポートセンター ６階セミナーホール 
出席者：沢田運営委員長（東北工業大学） 
    井上運営副委員長（東北学院大学）、阿部運営副委員長（宮城教育大学） 
    松田運営委員（尚絅学院大学）、牛渡運営委員（仙台白百合女子大学）、山谷運営

委員（仙台大学）代理＝高橋インスティチューショナル・オフィサー、高橋運営

委員（東北大学、コンソーシアム事務局長）、櫻田運営委員（東北薬科大学）、武

田運営委員（宮城大学）、畠平運営委員（放送大学宮城学習センター）、丹野運営

委員（仙台高等専門学校）、間庭運営委員（仙台商工会議所）代理＝高橋中小企業

支援課長、正木運営委員（宮城県）、 
    熊谷コンソーシアム事務局次長（仙台市） 

                            以上「順不同」 
欠席者：大槻運営委員（仙台市） 
（陪席）髙坂東北文化学園大学学長、大上仙台市企画調整局総合政策部プロジェクト企画

課主幹、三井仙台市企画調整局総合政策部プロジェクト企画課主任、唐牛仙台市

企画調整局総合政策部総合計画課主査、菅原仙台市都市整備局総合交通政策部公

共交通推進課主査、松井仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課、嶺岸

仙台市経済局国際経済・観光部参事兼国際プロモーション課長、小松仙台市経済

局国際経済・観光部国際プロモーション課主幹、大内仙台市経済局国際経済・観

光部国際プロモーション課プロモーション推進室主任、小山宮城大学事務部学務

課長、酒井宮城大学事務部総務課企画グループ主任主査、若居宮城大学事務部学

務課教務第１グループ主事、浅沼東北大学教育・学生支援部教務課長、坂本東北

大学教育・学生支援部教務課教育支援係長、伏見東北工業大学理事・大学事務局

長、丸山コンソーシアム事務局〔東北大学総務部総務課長〕、渡邉コンソーシアム

事務局〔東北大学総務部総務課長補佐〕、道中コンソーシアム事務局〔東北大学総

務部総務課総務係〕、内海コンソーシアム事務局員、菱沼コンソーシアム事務局員 
以上「順不同」 

議 事 
  

○平成 21 年度 第７回運営委員会議事要録（案）の確認 
  沢田運営委員長から、平成 21 年度 第７回運営委員会議事要録（案）について諮った

結果、これを承認した。 
 
１．学都仙台コンソーシアム運営委員会委員について 

沢田運営委員長から、配付資料に基づき、平成２２年度学都仙台コンソーシアム運営

委員会委員名簿一覧について確認がなされ、次いで運営委員及び事務局員の自己紹介が

行われた。 
 
２．学都仙台コンソーシアム運営委員会の方針について 

沢田運営委員長から、配付資料に基づき、本コンソーシアムの組織、規約の確認がな

され、規約第２条の目的に沿った議題の提案をお願いしたい旨の要望が出された。 
 
 



３．各事業部会の構成及び事業計画について 
各部会長及び部会事務局から、配付資料に基づき、平成２２年度の構成員名簿と事業

計画について説明がなされた。 
 

４．Unipoli Tampere（ユニポリ・タンペレ）との協定締結について 
武田運営委員（宮城大学）から、配付資料に基づき、Unipoli Tampere（ユニポリ・タ

ンペレ）との協定について説明があり、審議の結果、協定を締結することが承認され、

６月の定期総会に附議することとした。 
 

５．定禅寺デザインコンテスト２０１０（仮称）について 
東北文化学園大学髙坂学長から、配付資料に基づき、定禅寺デザインコンテスト２０

１０（仮称）について説明があり、コンテストを本コンソーシアム主催で開催したい旨

の提案がなされ、意見交換の結果、次回以降再度検討していくこととした。 
 

６．２０１０年 APEC 仙台開催支援協議会への加入について 
 仙台市経済局国際経済・観光部嶺岸参事兼国際プロモーション課長から、配付資料に

基づき、２０１０年 APEC 仙台開催支援協議会の概要について説明があり、審議の結果、

同協議会への加入が承認された。 
 

７．「APEC セミナーin 学都仙台」（仮称）の開催について 
  仙台市経済局国際経済・観光部峰岸参事兼国際プロモーション課長から、配付資料に

基づき、「APEC セミナーin 学都仙台」の開催について説明があり、審議の結果、本コン

ソーシアムとして、共催することが承認された。 
 
８．その他 
（１）学都仙台スマートキャンパスへの協力依頼について 
  仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課菅原主査から、配付資料に基づき、

昨年度に引き続き「せんだいスマートキャンパス」への協力依頼について説明があり、

今年度も協力することとした。 
 
（２）「平成２２年度 JCOMM プロジェクト賞」の候補対象者としての推薦について 
  仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課菅原主査から、配付資料に基づき、

学都仙台コンソーシアムの協力のもと行った「せんだいスマートキャンパス」の取り

組みを平成２２年度 JCOMM プロジェクト賞の候補対象として推薦したいとの申し出

があり、了承した。 
 
（３）その他 
  沢田運営委員長から、次回の運営委員会について、6 月の定期総会前に開催したい旨の

提案があった。 


